
特集

　安定した姿勢バランスは日常生活活動の基盤となる．一方で，過度な姿勢の安定性要求は，動きの自由度
の制限を来す．ヒトの活動場面では，姿勢は常に変動することから，動的な姿勢制御が求められる．したがっ
て，日常生活においては，柔軟性を保ちながらもロバストに安定させることができる神経メカニズムが不可
欠となる．安定かつ柔軟なヒトの姿勢制御には，さまざまな要因がメカニズムとして関与することから，シ
ステムとして姿勢制御を捉えたうえで，理学療法評価・実践しなければならない．本特集がその足がかりに
なればと願っている．

システムとしての姿勢制御戦略　宮田一弘
　姿勢制御障害は理学療法の主要な対象である．姿勢制御の理解にはいくつかの理論が適用されてきたが，
現在ではシステム理論に基づく考え方が主流となっている．本稿では，システムとしての姿勢制御について
Balance Evaluation Systems Test（BESTest）の 6つの制御システム（生体力学的制約，安定性，予測的姿勢
制御，反応的姿勢制御，感覚機能，歩行安定性）に基づき解説する．

予測的および反応的姿勢制御戦略　萬井太規
　安定した動作を達成するためには，姿勢動揺を最小限に抑える姿勢の準備活動［予測的姿勢制御（antici-
patory postural adjustments：APAs）］と姿勢動揺後に安定性を復元する反応的姿勢制御が重要となる．加
齢や神経疾患に伴いいずれの姿勢制御も低下することから，両姿勢制御の制御メカニズムを理解したうえで
治療アプローチを選択する必要がある．APAsは不安定な動作の反復練習，反応的姿勢制御はperturbation‒
based balance training（PBT）の実施が効果的であることが示されている一方，波及効果が乏しいことも明ら
かになりつつある．波及効果を促進する新たなアプローチコンセプトの発展が必要である．

随意的姿勢制御戦略
―随意的な身体重心位置移動の制御メカニズムと理学療法　冨田洋介

　随意的な身体重心移動は力学的な安定性を一時的に喪失させ，力学的な安定性を再獲得する過程を含む．
また日常生活においては随意的な身体重心移動だけを行う場面はまれで，機能的な状況を評価・治療するた
めには上肢リーチ運動などの明示的な運動課題を付加することで，重心移動の制御を暗示的な運動制御課
題とすることが可能となる．本稿では，身体重心移動の力学的メカニズムを概説し，その後，運動制御研究
の主要な問題の一つである posture‒movement problemを紹介する．そして上肢リーチ運動を例に神経疾
患に伴う随意的姿勢制御の問題・評価・アプローチについて，特に上肢リーチ運動の準備，実行，姿勢制御
戦略の適応性の観点から議論する．

システムとしての姿勢制御
メカニズムの解明から臨床応用まで

企画　森岡　周
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EOI : essences of the issue 

姿勢制御における感覚戦略　光武　翼
　感覚戦略は，姿勢制御システムの構成要素の一つとして環境や状況に応じて視覚，体性感覚，前庭覚の比
重を変化させることで姿勢を制御している．転倒は突発的な動作時に生じやすいため，感覚戦略による感覚
情報の瞬時の再重みづけは姿勢を保持するために重要な役割を担う．本稿では各感覚と姿勢制御機能の関
係性を示すとともに，感覚戦略の評価法，疾患特異性，および感覚機能へのアプローチを中心に述べる．

注意操作を用いた姿勢制御アプローチ　植田耕造
　どこに注意を向けるかにより姿勢制御は変調する．また姿勢脅威を惹起する高所条件を用いた研究によ
り，姿勢脅威のある状況では注意を向ける対象が変化し内的焦点化などが起こることが明らかになってい
る．本稿では理学療法の際に把握しておくべき注意や姿勢脅威が姿勢制御に及ぼす影響と，注意の外的焦点
化や二重課題による注意操作を用いたアプローチを解説する．

接触操作を用いた姿勢制御アプローチ　石垣智也
　固定物に軽く接触することで得られる姿勢や動作の安定化をライトタッチ効果といい，さまざまな疾患や
障害を有する者にも適用可能である．しかし，バランス能力の向上を目的とした姿勢制御アプローチに，ラ
イトタッチ効果を用いることが有用な手段となるかは明らかでない．本稿ではライトタッチ効果のメカニズ
ムと固定物および人へのライトタッチ効果の違いを概説し，理学療法における姿勢制御アプローチへの応用
可能性について考察する．

聴覚フィードバックを用いた姿勢制御アプローチ　長谷川直哉
　近年，聴覚フィードバックを用いた姿勢制御アプローチの可能性が先行研究により示されてきている．一
方で，臨床で多く用いられる視覚フィードバック練習とは異なり，聴覚フィードバックを用いたアプローチ
はエビデンスが少なく，臨床での利用が制限されている．本稿では，姿勢制御アプローチにおける聴覚
フィードバック練習の変遷や視覚フィードバック練習との効果の違いについて自験データを交えて述べる．

ニューロモデュレーション技術を用いた姿勢制御アプローチ　犬飼康人
　現在，ニューロモデュレーション技術は，幅広い領域のリハビリテーションに応用されている．姿勢制御
においては，中枢神経系が重要な役割を果たすことから，近年ではニューロモデュレーション技術を用いて
姿勢制御を向上させようとする試みも行われている．本稿では，中枢神経系に対するニューロモデュレー
ション技術である非侵襲的脳刺激法や前庭ノイズ電流刺激が姿勢制御に与える影響について，現在のエビ
デンスを含めて解説する．

257Vol.57 No.3 MAR. 2023

2026/09/17 18:48:53


